
【１月の生活目標】 新たな気持ちをもって，学校生活を送ろう。 【１月の保健目標】 冬にかかりやすい病気を予防しよう。 【１月の給食目標】 感謝して食べよう。 

※ 年末年始は交通事故の多い時期です。交通安全に十分気を付け，楽しいお正月を迎えましょう。 
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子どもにどんな人になってほしいですか 

 

１２月に入りましたが、暖冬のせいか霜に弱い皇帝ダリアもまだ紫色の花をたくさんつけ

て、路地に咲き誇っています。 

１２月１２日土曜授業の日に、校内持久走大会を開催しました。当日は、朝早くから校庭

や沿道で子供もたちへの応援や交通整理等していただきありがとうございました。子供たち

もたくさんの応援に力をもらって自分の目標に向かって頑張りました。この持久走大会の頑

張りを今後のいろいろな活動に生かしていってもらいたいと思います。 

ある本に、家庭で子どもたちに躾のことで話をする内容は、○ あいさつ・返事はしっか

りする。 ○ 人に迷惑をかけるな。 ○ 約束を守れ。 ○ うそを言うな。 というこ

とについてはほとんどの家庭で子どもたちと話をしている。ただ次の２点（○ 損をしても

正しいことをしろ。 ○ いやなことがあってもがまんする。）については、教えていないと

書いてありました。今、耐性のない人が多くなったといわれます。（・ 自分さえ良ければ良

い。 ・ 人は人、自分は自分 ・ 思いやりの心の欠如等々言われる世の中です。）中には、

正しいことをしなさいではなく「世の中、人をけ落としてでも要領よく生きなさい」とか「い

やなことがあったら何でも言いなさい。お母さんがどうにかしてあげるから」と教える親も

多くなっているような気がします。親にとって子どもが忍耐強く信念を持ってこつこつ頑張

る人になることがうれしいことなのか。要領だけで生きて人をだましたりすることでお金や

名声を得ることがうれしいことなのか。考えなくてはいけない時代になってきていると思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１２月２５日（金）から，子ども達が楽しみにしている冬休みが始まります。冬休みは、地域

社会や家族の一員としての自覚を深めるとともに、一年間を振り返り、新しい年に向かって具体
的な目標を立てるよい機会です。１４日間という短い休みですが、楽しく充実したものにしてい
きましょう。 
 

○ 休みによる解放感や年末年始の慌ただしさから、生活のリズムを乱しやすい時期です。規則正し

い生活に心掛け、冬の寒さに負けない心身の健康を保つよう心掛けましょう。 

○ 家族の一員としての役割を自覚し、大掃除や正月の準備など、家の仕事を手伝いましょう。 

○ 継続的な体力つくり（ｼﾞｬﾝﾋﾟｰ・ﾗﾝﾗﾝ等）に取り組みましょう。 

○ 地域や郷土の社会的行事に参加し、体験する活動を通して連帯感・奉仕の精神を培いましょう。 

○ 安全な道路の歩行、自転車の正しい乗り方に心掛けましょう。また、火遊びは絶対にしないよう

にしましょう。 

○ 正月はお年玉等で多額の現金を手にすることが多くなります。この機会に無駄遣いをせず、貯金

をするなど、望ましい金銭感覚を育てていきましょう。（貯金日…１月１２日） 

冬休みの生活について 

友愛タオルの贈呈 去る１１日（金）伊集院高齢者クラブの代表の方が、学校にお見え

になり、みなさんで集めてくださったタオルをたくさんいただきました。子供たちの学習

や生活に大切に使わせていただきます。本当にありがとうございました。  


